
自
衛
隊
の
駐
留
・
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
反
対
、

有
事
法
制
七
法
案
廃
案
、
改
憲
を
許
さ
な
い
決
議

イ
ラ
ク
人
へ
主
権
を
移
譲
す
る
と
し
た
六
月
は
、
残
す
と
こ
ろ
二
〇
日
を
き
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
の
武
装
勢
力
は
、
イ
ラ
ク
各
地
で
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
先
日
起
こ
っ
た
、
橋
田
さ
ん
た
ち
に
対

す
る
銃
撃
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
す
る
危
険
は
、
イ
ラ
ク
全
土
に
あ
り
ま
す
。

国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
、
八
日
、
全
会
一
致
で
一
五
四
六
号
決
議
を
あ
げ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ク
駐

留
を
永
遠
に
続
け
る
こ
と
を
決
議
案
に
盛
り
込
む
た
め
に
精
力
的
に
各
国
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を

許
さ
な
い
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
は
修
正
を
迫
り
、
三
回
の
修
正
を
し
て
合
意
し
た
も
の
で
し
た
。

ア
ラ
ブ
世
界
で
は
「
占
領
の
現
実
の
形
式
的
変
化
で
、
真
の
変
化
は
の
ぞ
め
な
い
」
と
懐
疑
的
で
す
。

結
果
は
、
多
国
籍
軍
を
「
統
一
指
揮
下
」
に
お
き
、
暫
定
政
権(

イ
ラ
ク
人
の
政
権)

と
多
国
籍
軍
の
間
で
、
話
し

。

、

、

、

、

合
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す

ま
た

選
挙
後
の
新
政
権
が
誕
生
す
る
一
月
末
に
は

指
揮
権
は

新
政
権
に
移
さ
れ

そ
れ
以
前
で
も
イ
ラ
ク
暫
定
政
権
が
駐
留
を
拒
否
す
れ
ば
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
連
決
議
一
五
四
六
号
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
十
分
さ
を
残
し
つ
つ
も
、
国
連
が
関
与
し
て
主
権
移
譲
を
行
う
手
続

き
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
定
の
前
進
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
は
、
多
国
籍
軍
へ
参
加
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
参

加
に
も
反
対
し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク
占
領
軍
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
た
び
行
わ
れ
た
地
方

選
挙
で
は
、
与
党
の
労
働
党
が
惨
敗
し
ま
し
た
。
ブ
レ
ア
の
イ
ラ
ク
政
策
へ
の
批
判
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
際

、

、「

」

世
論
調
査
会
社
グ
ロ
ー
ブ
ス
キ
ャ
ン
が

世
界
一
九
カ
国
の
世
論
調
査
の
結
果
で
は

米
国
は
世
界
に
否
定
的
影
響

と
し
た
も
の
が
、
五
五
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
で
は
、
七
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

小
泉
首
相
は
、
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）
に
際
し
て
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
多
国
籍
軍
へ
の

。

「

」

、

、

自
衛
隊
参
加
を
表
明
し
ま
し
た

多
国
籍
軍
の
任
務
の
な
か
に

人
道
・
復
興
支
援

が
あ
る
か
ら

そ
の
こ
と
で

自
衛
隊
が
役
割
を
果
た
せ
る
、
が
そ
の
理
由
で
す
。
決
議
で
は
「
イ
ラ
ク
に
お
け
る
安
全
と
安
定
を
維
持
す
る
の
に

役
立
つ
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
」
と
し
て
い
ま
す
。
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
は
、
多
国
籍
軍
の
主
な
任
務
は
、
治
安

の
維
持
（
反
乱
者
に
対
す
る
戦
闘
作
戦
）
や
兵
器
の
取
り
締
ま
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

与
党
内
部
か
ら
も
、
手
続
き
上
か
ら
も
問
題
が
あ
る
、
別
な
法
律
が
必
要
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
戦
闘
地
域
で
活
動
す
る
、
復
興
・
人
道
支
援
で
あ
る
、
と
い
う
イ
ラ
ク
特
措
法
の
前
提
条
件
が
す
で
に
崩
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
は
、
政
府
が
繰
り
返
し
表
明
し
て
き
た
「
集
団
的
自
衛
権
は
、
権
利
と
し

て
は
あ
る
が
、
憲
法
上
行
使
で
き
な
い
」
に
も
、
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。
手
続
き
を
経
な
い
憲
法
無
視
の
態
度
は
絶

対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
現
実
と
憲
法
の
間
に
乖
離
が
あ
る
の
で
改
憲
だ
、
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
逆
さ
ま
の
議
論
で
す
。
イ

ラ
ク
か
ら
自
衛
隊
を
引
き
揚
げ
て
、
憲
法
上
多
国
籍
軍
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を
世
界
に
表
明
し
た
上
で
、
イ
ラ
ク

の
復
興
に
協
力
す
る
こ
と
が
日
本
が
行
う
べ
き
国
際
貢
献
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
ま
さ
に
憲
法
の
い
う
「
わ
れ
ら

は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に

お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
う
」(

憲
法
前
文
）
を
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

一
〇
日
、
加
藤
周
一
、
大
江
健
三
郎
、
小
田
実
氏
な
ど
九
人
が
「
九
条
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル

で
は
「
あ
ら
た
め
て
憲
法
九
条
を
激
動
す
る
世
界
に
輝
か
せ
た
い
」
と
し
「
日
本
国
憲
法
を
守
る
と
い
う
一
点
で

、

、

手
を
つ
な
ぎ
『
改
憲
』
の
く
わ
だ
て
を
阻
む
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
、
い
ま
す
ぐ
始
め

る
」
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

今
国
会
は
、
一
六
日
で
終
了
し
ま
す
。
政
府
・
与
党
は
、
有
事
法
制
七
法
案
を
成
立
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
の
「
国
民
保
護
法
」
は
、
名
称
と
は
反
対
に
国
民
の
権
利
を
大
幅
に
制
限
す
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
有
事

の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
も
、
テ
ロ
が
あ
っ
た
場
合
も
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
軍
・
自
衛
隊
の
活
動
を
自
由
に
し
、
国
民
の
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。

私
た
ち
は
、
次
の
こ
と
を
強
く
要
求
し
ま
す
。

一
、
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
自
衛
隊
を
多
国
籍
軍
へ
参
加
さ
せ
な
い
こ
と

一
、
有
事
法
制
七
法
案
は
廃
案
に
す
る
こ
と

一
、
憲
法
の
改
悪
を
行
わ
な
い
こ
と

右
、
決
議
し
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
六
月
一
二
日

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
第
三
回
分
会
・
専
門
部
代
表
者
会
議




